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「動詞連用形＋をしている」構文について

藤巻　一真
（神田外語大学）

要ࢫ
　小໺（2014,	2020	）で論じられた「Nをする」の形式を取るものの中に「N
をしている」となり、属性ঀ述を表す構文がある。ࠤ藤（2003）、影山（2004）
にてৄしく論じられた「੨い目をしている」構文や、藤（2020）רで分析さ
れた「V-方をしている」構文などがそれである。これらは、いずれもNの前
の形容詞相当句（例えば「੨い目」における「੨い」）がඞ要であることが、
これまでに観察され、影山（2004）においては、「NがAだ」という属性ঀ述
を含Ήからとされ、形式と意味のミスマッνが生じているとされる。本稿は、
これら2つの構文に௥加して、「動詞連用形ʴをしている」構文を、同様の特
徴を示す例として提出し、西尾（1961）の連用形名詞の意味の分ྨにͮجき、
どの意味の連用形名詞がこの構文を許すか、また、可能な場合にどのような
ঀ述が関与するかについて記述する。これにより、影山（2004）でいう意味
と形式のミスマッνの新たなタイプが௥加され、その分析の適用ൣғが広が
ることになる。

キーワード：属性ঀ述、動詞連用形、「੨い目をしている」構文、「方をして
いる」構文

̍ɽ͸͡Ίʹ
　「੨い目をしている」構文とݺばれる（1b）のような文がありࠤ、 藤（2003）
でその意味的な特徴が、影山（2004，2009，2012他）では意味的特徴に加
えて統語的特徴も明らかにされている１。

　（1）	 a.	太郎は（その時）Ӷい目をした。
	 b.	太郎は（�ࠓ日は）੨い目をしている。
	 c.	太郎はʨ生まれつき/ࠓ日はʩ優しい目をしている。
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影山（2004）では、（1）の各文は、それぞれのঀ述に関して異なるとされる。
先ず、ӹԬ（1987）におけるঀ述の区別と同様に、「ࣄ象ঀ述」と「属性ঀ述」
を区別する２。影山（2012:	3）によれば、ࣄ象ঀ述文とは「出来ࣄ・動作・行ҝ・
変化・動き・一時的状態などの発生やܧ続、終了」を表す文のことであり、一
方、属性ঀ述文とは、「య型的には主語ないし主題として現れる名詞（句）が
もつほぼ߃ৗ的に安定しているとࢥわれる特徴・特性・属性・性質など」を表
す文である。
　これによると、（1a）は太郎に関する一時的なࣄฑのࣄ象ঀ述文であり、（1b）は、
主語（主題）である「太郎」のج本的に時間とともに変化しない目の属性を述
べている属性ঀ述文である。この（1b）のྨいをࠤ、 藤（2003）や影山（2004）
にならって、「੨い目をしている」構文と本稿でもݺͿこととする３。（2c）は྆
義的であり、太郎の生まれつきの目の特徴を述べることもできれば、その時の（一
時的にそうであった）状態を表すこともできる。このように、この構文におい
てঀ述のछྨを決めているのは、Ϯ格名詞によるとされる（影山（2012））４。
　この構文がڵ味深いのは、影山（2004）によると、この「੨い目をしている」
構文における形式と意味のミスマッνがあり、形式的には「～をしている」と
いう動詞を用いた文であるが、意味的には「目が੨い」という属性ঀ述が、Ϯ
格名詞句「੨い目」に含まれるとされる点である。また、これに関連して、（1）
の何れの例においても、（2）が示すように「目」の前の形容詞を省略するこ
とはできない点が観察されている５。

　（2）	 a.	太郎は（その時）�（Ӷい）目をした。
	 b.	太郎は（�ࠓ日は）�（੨い）目をしている。
	 c.	太郎はʨ生まれつき/ࠓ日はʩ�（優しい）目をしている。

　この「੨い目をしている」構文と同様の特徴を࣋つ他の例として、藤（2020）ר
では、（3）にڍげるような「方をする/している」の形式を࣋つ構文が取り上
げられ、その統語的特徴と意味的特徴が「੨い目をしている」構文と比較され
ながら記述されている。（以下では、「੨い目をしている」構文に合わせて、「方
をしている」構文とݺͿことにする６。）
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　（3）	 a.	この山はݫかなそびえ方をしている７。
	 b.	その世界は理૝的なあり方をしている。
	 c.	このおもͪΌは変なյれ方をしている。
	 d.	このくつはͻどいԚれ方をしている。
	 e.	太郎は面白い話し方をしている。
	 f.		Ֆ子はົな考え方をしている。

この構文においても、「そびえ方」や「あり方」の௚前にある「ݫかな」や「理
૝的な」はඞਢ要ૉであり、省略することはできない（井上（1990）、影山

（1993））。そのことから、やはり、この構文においても「その世界のあり方は
理૝的だ」のような属性ঀ述が関与していると分析されている。
　本稿では、このように「Xは、AのNをしている」という形式を取りながらも、

「XはNがAだ」という（属性/ࣄ象）ঀ述が関与する2छྨの構文以外にどのよ
うなタイプがあるかという問いに対して、ͻとつ新たなタイプを௥加し、その
特徴を記述することを目的とする。
　そのもうͻとつのタイプとは、「方をしている」構文と同様に、動詞が関与
する例であり、以下の様に動詞の連用形がNになり、「Xは、AのN（動詞連用形）
をする/している」となるものである。

　（4）	 a.	この川はԺやかな流れをしている。
	 b.	この絵はすばらしい࢓上がりをしている。
	 c.	太郎は大人っΆい஻りをしている。
	 d.	Ֆ子は面白い考えをしている。

　以下、セクション2では、「੨い目をしている」構文と「方をしている」構
文に関与するঀ述の特徴を概観する。次にセクション3において「動詞連用形
ʴをする/している」について、どのような意味を࣋つ動詞連用形がこの構文
に現れるか、また、その時にどのようなঀ述が関与しているかを記述する。
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̎ɽઌڀݚߦ :「੨͍໨Λ͍ͯ͠Δ」ߏ文ͱ「ํΛ͍ͯ͠Δ」ߏ文
2�1ɹ「/Λ͢Δ」ʹ͓͚ΔҐஔ
　「੨い目をしている」構文や「方をしている」構文は、「Nをする」構文（小
໺（2014，2020））の中の一部であるということを確認しておく。
　小໺（2014）では、以下のタイプを取り上げ、生成語彙論の࿮૊み

（Pustejovsky（1995））で分析を行っている。（以下の例は、小໺（2014:19-20）
のそれぞれのタイプから一つ例を取り上げてܝ載）

　（5）	 a.	出張をする：動名詞ʴをする
	 b.	テニスをする：スポーツを表す名詞（ࣄ象名詞）ɹ をする
	 c.	ոզをする：ܦ験を表す名詞（ࣄ象名詞）ɹ をする
	 d.	๨れ物をする：（出来ݸ/ࣄ体）ɹ をする
	 e.	ネクタイをする：ҥྨ/ண୤物（ݸ体）ɹ をする
	 f.	 ɹ（体ݸ）をする：社会的な໾ׂを表す名詞׭察ܯ をする
	 g.		੨い目をしている：ݸ体の属性を表す形容詞ʴ身体名詞ʴをして

いる

先ず、「੨い目をしている」はݸ体の属性を表すとされる。藤（2020）רで述
べたように、この分ྨには、「方をする/している」は、含まれていないが、形
式的には、「動詞ʴN（方）をする/している」であるので、「動詞ʴN（もの）
をする」である「๨れ物をする」と同ྨである̔。一方、意味的には「太郎は
面白い考え方をしている」は、太郎の属性を表し、「੨い目をしている」と同
ྨとなる。つまり、「方をしている」構文は、形式は（5d）の特徴を࣋ͪ、意
味的には、（5g）の特徴を࣋つと言え、（5）において新たなྨを成すと言える。

2�2ɹ「੨͍໨Λ͍ͯ͠Δ」ߏ文ͱ「ํΛ͍ͯ͠Δ」ߏ文ͷঀड़ʹ͍ͭͯ
　この二つの構文において重要なのは、影山（2004）で論じられているよう
に属性ঀ述が関与している点である。そして、関与する名詞の前の形容詞のྨ
いはඞਢであり、名詞からすると（7）にあるように述語と解釈される点である。

（（a）は影山（2004）より）
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　（6）	 a.	൴女は�（੅んだ）目をしている。	 （影山2004: 	23）
	 b.	そのくつは�（ͻどい）Ԛれ方をしている。

この修০語がඞਢであるというのは、「੅んだ目」や「ͻどいԚれ方」におい
て、「੅んだ」や「ͻどい」は、形式上は連体修০の形であるが、この部分と
名詞の意味関係は（7）の文に対応し、「目が੅んでいる」や「Ԛれ方がͻどい」
というように「Y（名詞）」を主語とし「X（形容詞など）」が述語という関係
があることによる。

（7）	 a.	൴女は目が੅んでいる。
	 b.	そのくつはԚれ方がͻどい。

これは影山による重要な考察であり、「੨い目をしている」構文において「形
式と意味のミスマッν」が生じていると分析されている9。藤（2020）רで分
析された「方をしている」構文においても、同様と言える。
　また、ここでの主語と述語の関係は、属性ঀ述文のそれであり、一時的な
状態を表す「ࠓだけ」や「ॠ間」などの෭詞と共ىしないとされる10。（以下、
影山（2009）から）

　（8）	 a.	�൴女はࠓだけ੨い目をしている。
	 b.	�൴女はそのॠ間੨い目をした。

　「方をしている」構文においても、以下が示すように関与するঀ述は属性ঀ
述である。

　（9）	 a.	�そのくつはࠓだけͻどいԚれ方をしている。
	 b.	�そのくつはそのॠ間ͻどいԚれ方をした。

　以上、「੨い目をしている」構文と「方をしている」構文において属性ঀ述
が関与している点と、形容詞のྨいの連体修০語句が、修০される名詞から見
ると述語と考えられඞਢ要ૉであることを見た。
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̏ɽ「ಈࢺ࿈༻ܗʴΛ͍ͯ͠Δ」ߏ文
　本セクションでは、「動詞連用形ʴをしている」について、そこに関与する
動詞連用形の意味とঀ述について見ていくことにする。

��1ɹಈࢺ࿈༻ܗͷҙຯͱ「ಈࢺ࿈༻ܗʴΛ͍ͯ͠Δ」ߏ文ͷҐஔ
　動詞の連用形は、一般的に名詞として使用され得る。西尾（1961）によれば、
以下のような意味がある11。（その他に、「動作・作用の所 結果」（例：「แみ」・࢈

「஝え」）や「動作・作用の主体/٬体」（例：「見習い」/「つまみ」）や「動作・
作用の手ஈ」（例：「はかり」「はたき」）などがڍげられている。以下の例は西
尾にڍげられているものの一部をܝ載。）

　（10）	a.	動作・作用そのもの
	 	 　例：ӭ͗、調べ、ି出、܁り上げ　
	 b.	動作・作用の内容
	 	 　例：考え、教え、๬み、願い、೰み、فり
	 c.	動作・作用のありさま・方法・程度・۩合・感じなど
	 	 　例：ۚ使い（がߥい）、׈り（がいい）、ചれ行き（がすごい）
	 	 　　　出来（ถの　）、当たり（がॊらかい）

（西尾（1961: 	70））

西尾（1961: 	63）は、これらを「連用形名詞」とݺび、連用形修০語ではな
く連体修০語を取ることができ、アクセントの型ももとの動詞と異なるものが
あるとする。このݺび方からも明らかであるが、これらは名詞として機能して
いることになる。
　次に、（5）にあげた小໺（2014）の分ྨのどこに、例えば「この川はԺや
かな流れをしている」が収まるかというと、連用形名詞を用いる点において、
形式的には、（5a）の「動名詞ʴをする」になるであろう12。しかし、意味的
には以下で見るように（5g）の「੨い目をしている」と同様に属性を表して
いると考えられる。そうすると「方をしている」構文と同様に、形式と意味が
ミスマッνをىこし、（5）における新たなྨを成すと言える。
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��2ɹ「/Λ͢Δ」ʹ͓͚Δ࿈༻ࢺ໊ܗͷҙຯ
　ここでは、この構文に関わる「連用形名詞」の意味について見てみる。先ずは、
西尾（1961）の分ྨの「動作・作用そのもの」は、以下のように「Nをする」
構文に生ى可能であり「する」も「している」も可能である。（11）のどͪら
の例においても動作と解釈され、「している」においては、動作進行の解釈が
可能である。つまり、関与するঀ述はࣄ象ঀ述である。（（11b）の「している」
は、次の節で述べるように属性ঀ述の解釈もある。）

　（11）	a.	そのロボットはおかしな࿹の動きをする/している。
	 b.	太郎は大人っΆいしΌべりをする/している。

　次に「動作・作用の内容」であるが、次のように「している」が可能である。
この「考え」は考えた内容のことである。この場合、「する」は難しいように
。われるࢥ

　（12）	太郎は面白い考えをʨ �する/しているʩ。

　次に「動作・作用のありさま・方法・程度・۩合・感じ」について見てみる。
以下の様に、ج本的には「している」とは共ى可能であるが、「する」とは合
わないようである。

　（13）	a.	この川はԺやかな流れをʨ�する/しているʩ。
	 b.	Ֆ子のՎ声は心஍よい響きをʨ�する/しているʩ。

これらは、（14）の様に「方をしている」や「۩合をしている」でஔき׵えられる。

　（14）	a.	この川はԺやかな流れ方をしている。
	 b.	Ֆ子のՎ声は心஍よい響き۩合をしている。

　その他、「動作・作用の主体」は、（15）のように「する」と「している」
の྆者が可能である。
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　（15）	a.	太郎は見習いをする/している。
	 b.	太郎はडけ付けをする/している。

ただし、これらは連体修০語が不要という点で、これまでの例とは違いを見せ
ている。（11）から（14）においては、（16）にあるように、連体修০語がඞ
ਢであり、この点はこれまでの「੨い目をしている」構文や「方をしている」
構文と同様である。

　（16）	a.	太郎は�（大人っΆい）しΌべりをしている。
	 b.	太郎は�（面白い）考えをしている。
	 c.	この川は�（Ժやかな）流れをしている。
	 d.	Ֆ子のՎ声は�（心஍よい）響きをしている。

また、（15a）の「太郎」と「見習い」の間に、「太郎は੨い目をしている」「太
郎は面白い考え方をしている」「この川はԺやかな流れをしている」において
見られる、主題と名詞の間にある所有関係（例☰「この川」と「流れ」の所有関係）
がない点も、異なる13。そこで、（15）は以下でঀ述について考察する対象か
らは外すこととする14。

���ɹؔ༩͢Δঀड़ʹ͍ͭͯ
　前節では連用形名詞の意味について西尾（1961）の分ྨをج本として観察
してみたので、本節ではそこに関与するঀ述について見てみることにする。
　先ず、前節において、「する」が可能であった場合であるが、これは「方を
する」と同様に、ࣄ象ঀ述と考えられる。いずれも過ڈ形にして過ڈの動作や、

「ている」形で進行中の動作を表している。（17b）の「ている」は、属性ঀ述
の解釈もある15。

　（17）	a.	そのロボットはおかしな࿹の動きをʨした/しているʩ。
	 b.	太郎は大人っΆいしΌべりをʨした/しているʩ。

次に、「考え」が「考えた内容」であるとすると、「面白い考えをした」とは言
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えないようにࢥわれる。この場合の「考えをしている」は太郎の属性ঀ述と考
えられる。

　（18）	太郎は面白い考えをʨ�した/しているʩ。

　次に、「動作・作用のありさま・方法・程度・۩合・感じ」であるが、まず、「す
る」は不可能であり、そこから「した」も不可能である。つまり、ࣄ象ঀ述と
は言い難く、属性ঀ述ということになる。例えば、（19b）は、「この川」の属
性として「流れがԺやかだ」ということである16。

　（19）	a.	�この川はԺやかな流れをする/した。
	 b.	 この川はԺやかな流れをしている。

　（20）	a.	�Ֆ子のՎ声は心஍よい響きをする/した。
	 b.	 Ֆ子のՎ声は心஍よい響きをしている。

その他の属性ঀ述の例として、以下のようなものがある。

　（21）	a.	この絵はすばらしい出来をしている。
	 b.	Ֆ子のࣃはきれいなฒびをしている。

　これらの例においては、例えば「響き方」「響き۩合」「ฒび方」「ฒび۩合」
と言えることからも、これらは、「動作・作用そのもの」ではないことが分かる。

　（22）	a.	この川はԺやかな流れ方をしている。
	 b.	Ֆ子のՎ声は心஍よい響き方/۩合をしている。

　（23）	a.	この絵はすばらしい出来۩合をしている
	 b.	Ֆ子のࣃはきれいなฒび方/۩合をしている。

　以上、動詞連用形の意味をもとに、「動詞連用形ʴをしている」構文における
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ঀ述について見てきた。この構文は「੨い目をしている」構文および「方をして
いる」構文と、ঀ述に関して同様の特徴を示し、属性ঀ述が関与していると言える。

̐ɽ·ͱΊͱޙࠓͷ՝୊
　本稿では、属性ঀ述が関与する構文として、ࠤ藤（2003）、影山（2004）
でৄしく分析された「੨い目をしている」構文と、藤（2020）רで同様の特
徴を示すとされた「方をしている」構文に、もうͻとつ新たに、属性ঀ述が関
与するものとして「動詞連用形ʴをしている」構文を௥加した。その際、西尾

（1961）による、動詞連用形が名詞として用いられるときの意味分ྨをもとに
どのタイプが属性ঀ述に用いられるかについて観察した。
　本稿は、「動詞連用形ʴをしている」構文のঀ述に関する記述を行い、影山

（2004）における「形式と意味のミスマッν」が生じ、この意味で、他の二つ
と同ྨを成すことを示すのが中心であったので、3つの構文に共通の属性ঀ述
について、どのように導き出すかという理論的な課題が࢒っている。これまで
の「੨い目をしている」構文については、主に2つの分析がある。ͻとつには
影山（2004）	における語彙概೦構造による分析がある。もうͻとつには、「N
をする」を生成語彙論の࿮૊みで分析した小໺（2014，2020）がある。どͪ
らの分析で、「方をしている」と「動詞連用形ʴをしている」の2つの構文が、
どこまでଊえることができるかについては、ࠓ後のݕ౼課題とする。
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をする」に目を向けることになったのは、長谷川信子先生と名詞化についてٞ
論をする機会を得たことが大きい。ͻとつの小さなことを話しすると大きな視
点から多くのことを与えて下さる。ここに記して感謝ਃし上げる。査読者の岩
本遠億ࢯと遠藤喜雄ࢯからは、و重なご意見とご൷判を௖いた。また、上田由
紀子ࢯと大૔௚子ࢯにも、و重なご意見を௖いた。本研究の一部は、神田外語
大学言語教育研究所の研究プロジΣクトのॿ成をडけている。ここに記して感
謝ਃし上げる。本稿における誤り等は全て筆者に੹೚がある。
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஫
 1．	影山（1980，2008，2009，2012）、角田（1991）、ᖒ田（2001）なども参照されたい。	
 2．		本稿でも、この2छྨのঀ述文について以下の区別をԾ定して論を進めることにする。（定

義はӹԬ（2000）から）
	 （ᾜ）	属性ঀ述：ある対象がある属性（特徴や性質）を有することを表現するもの
	 （ᾝ）	ࣄ象ঀ述：ある時空間に実現・ଘ在するࣄ象（現象）を表現するもの

（ӹԬ（2000:	39））
 3．		「੨い目をしている」（型）構文とݺばれ、ࠤ藤（2003:	22）において、この構文を可能

とする意味的な特徴として以下のように述べている。（下ઢ部はࠤ藤による。）
	 　	「੨い目をしている」型構文はとらえられた対象のࠜݯ的属性を述べるものであると

考える。「ࠜݯ的属性」とは、対象XがXとして成り立つ以上はৗに有されるXの内在
的な属性であり、Xの成立後に外的に付与される可能性のないものである。

	 （ᾜ）	�太郎はࠇくて大きなבをしている。	 （藤（2003）ࠤ）
	 （ᾜ）において「ב」は太郎のࠜݯ的属性ではないので、この構文は許されない。
 4．		小໺（2014）は、生成語彙論の࿮૊みで、このϮ格名詞句の特徴は、身体部Ґの名詞

のみでなく、「形質名詞」とݺばれるようなタイプのものであり、それを表すのは特質
構造の形式໾ׂであるとし、そこから形質名詞の属性が、「ڧ制」によって読み取られ
ると分析する。

 5．		村木（1970）において機能動詞結合を論じる際に、以下の例がڍげられ、「する」以外
にも以下のような「とる」もڍげられていて、これらは、Ϯ格名詞句に何らかの修০語
句がඞਢであるという特徴を示すとされている。

	 （ᾜ）	～إ	をする、～ࢥいを/がする、～৭をする、～形をする
	 （ᾝ）	～態度をとる、～࢟੎をとる
	 	「方をしている」構文における何らかの修০語句がඞ要な点は、井上（1990）、影山

（1993）で指ఠされている。
 6．		藤（2020）רでは、「方をしている」のみが可能な場合も含めて、「方をする」構文と

んでいる。「੨い目をしている」にあわせるならば、正確には「方をしている」のみݺ
が可能な属性ঀ述の場合にのみ「方をしている」構文とݺͿべきかとࢥわれる。

 7．		査読者の遠藤喜雄ࢯより、（3）及び（4）の例について、非能格動詞の場合は問題ないが、
筆者がڍげている例は、良くないとの判断を௖いた。筆者には、これらの例は、以下の
例も含めて特に不自વさは感じられない。

	 （ᾜ）	Ֆ子はૉఢな育ͪ方をしている。
	 （ᾝ）	このトマトは面白いなり方をしている。	 （藤（2020）ר）
	 	　また、筆者が文法判断をਘねた話者によると、「理૝的なあり方をしている」などは、

少々不自વさが感じられるが非文法文ではないとする。動詞のछྨが関与しているよう
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にࢥわれるが、この点はࠓ後ਫ਼査がඞ要である。
 8．		「๨れ物をする」については、ਿԬ（2018，2020）に分析がある。ਿԬ（2018）では、

小໺の分析の問題点も指ఠし、「複合名詞がࣄ象解釈を࣋つ場合に左ଆの動詞要ૉが主
要部として解釈されʦるʧ」（p.60）とする分析を提出している。ৄしくは、ਿԬ（2018，
2020）を参照されたい。また、小໺（2020）における新たな分析も参照されたい。

 9．	この点について、影山（2012:	v）において以下のように述べている。
	 	名詞述語文、形容詞文、動詞文の区別に関わりなく属性ঀ述文の意味解釈がlX	is	P.zと

いうコピュラ文に相当するந象的な意味構造に収Ꮡする可能性を示ࠦする。
10．		査読者の遠藤喜雄ࢯから「൴女は、先िカラーコンタクトレンズで੨い目をしていた」

とすると良くなるとのご指ఠを௖いた。この場合はࣄ象属性となり、൴女の通ৗは変化
しない属性とは異なり、属性ঀ述ではないからであると考えられる。この例においては、
൴女がもともと違う目の৭をしていることが҉示されている。

11．		連用形名詞の形態や意味については、ҏ藤・ਿԬ（2002）、ۚ（2003）、௜（2013）
などを参照されたい。ҏ藤・ਿԬ（2002:	93,	93）においては、ࣄ象に言及するものと
۩体物に言及するものに分けられるとし、前者には、「行ҝ・出来ࣄ」「程度」「結果状態」
をڍげている。また、後者には「内容」「結果࢈物」「動作主」「主体」「道۩」「対象」「場
所」をڍげている。この2छྨにおいて、名詞化される際に取り立てられるものが異な
ると分析される。ৄしい分析は、ҏ藤・ਿԬ（2002）を参照されたい。

12．		「面白い動きをする」などは、動作を表し「面白い動作をする」と同義であり、「動名詞
ʴする」のྨいと考えられる。ただし、後述のように「੨い目をしている」と同様に、
名詞の前の形容詞（「面白い動き」における「面白い」）などを略すことはできない点で
は、（5a）とは形式的にも異なる。尚、「このロボットは面白い動作をした」においても、

「面白い」を略すことができないとࢥわれる。この点は、「そのロボットは移動した」と
は異なるঀ述が関与していると言える。「形容詞ʴ動名詞ʴをする」については、別の
機会にݕ౼することとする。

13．		査読者の岩本遠億ࢯから、この所有の関係は、動詞の連用形を用いている以上、もとの
動詞にはその項がඞ要であるからであるとご指ఠ௖いた。この点は、「方をしている」
構文においても同様であり、動詞が「方」の前に来る以上は、その項が、主語として現
れていることになる。

14．		その他に、西尾（1961）に動作・作用の「手ஈ」「目ඪ」「場所」「時」などもڍげられ
ているが、以下のような例は、ࠓ回は考察対象から外し、ࠓ後のݕ౼課題とする。

	 （ᾜ）	 この֗は、ૉ੖らしい通りをしている。　	「通り」は「場所」
	 （ᾝ）	 ࠓேはૉఢな໷明けをしている。	　　　　「໷明け」は「時」
15．		「ている」が「ていた」となっても属性の解釈は、「੨い目をしている」と同様に、変わ

らないとࢥわれる。回૝しながら、主題の属性を述べていると言えるであろう。
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	 （ᾜ）	太郎は੨い目をしていた。
	 （ᾝ）	太郎は面白い考えをしていた。
	 （ᾞ）	そのくつはͻどいԚれをしていた。	
16．		査読者の岩本遠億ࢯから「この川はࠓ日はԺやかな流れをしている」と言えることから

「太郎は੨い目をしている」とは異なるとの指ఠを௖いた。注の10と同様に、この例は「ࠓ
日」の一時的な属性であり（その意味ではࣄ象ঀ述と分ྨされ）、ී ஈは異なること（例
えばීஈは「この川は、ߥ々しい流れをしている」という属性ঀ述）を҉示していると
言える。
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